
最高裁秘書第1533号

令和4年5月23日

林弘法律事務所

弁護士山中理司様

蕊最高裁判所事務総長中村

司法行政文書開示通知耆

令和3年11月16日付け（同月18日受付、第030708号）で申出のあり

ました司法行政文書の開示について、下記のとおり開示することとしましたので通

知します。

記

1 開示する 司法行政文書の名称等

令和3年1 1月12日付け導入修習に関するアンケート及び導入修習チェック

シートについて（片面で6枚）

開示しないこととした部分とその理由

1の文書には、公にすることにより裁判所の情報セキュリティの確保に支障を

及ぼすおそれがある情報及び公にすることにより修習事務の適正な遂行に支障を

及ぼすおそれがある情報が記載されており、 これらの情報は、行政機関情報公開

法第5条第6号に定める不開示情報に相当することから、 これらの情報が記載さ

れている部分を開示しないこととした。

開示の実施方法

写しの送付

2

‘こ〕
R_〕

担当課秘書課（文書室）電話03 （4233） 5240 （直通）



令和3年11月12日

司法研修所事務局

75期司法修習生のみなさんへ

導入修習に関するアンケート及び導入修習チェックシートについて

1導入修習に関するアンケート
し

‘導入修習に関するアンケートを実施しますので，各自,パソコン等を利用し，チー

ムズの

■■にアクセスし,画面の表示に従って各設問(設問項目は.別紙'参照)に対す
る回答を入力してください。

このアンケートは，導入修習を経験した皆さんから実情をうかがって今後の参考に

するためのものですから，必ず，回答期間内（令和3年12月7日 （火）から12月

9日(木)）に入力を行ってください（回答にあたって名前等の入力が求められますが，

提出管理にのみ使用します。回答結果は全て無記名で抽出し，個人が特定できないよ

う1こ集計しますので，忌憧のないご意見をお寄せください｡)b

2導入修習チェックシートについて

（1） 本シートの趣旨｡目的

導入修習は，現時点でみなさんに不足している実務基礎知識・能力に気付いても

らい,円滑に分野別実務修習を行えるようにすることを目的としています6しかし，

せっかく導入修習で自分の課題に気付いても，実務修習でその課題に取り組まなけ

れば，みなさんが導入修習を十分に活かすことができたとはいえません。

そこで，みなさんが導入修習において自分の知識・能力等に課題があると感じた

場合に， その気付きをみなさんに意識してもらい，実務修習期間中の自学自修に活

かしてもらうとともに， これを実務修習の指導担当者等に送付して，指導に活かし

てもらうことを目的として,導入修習チェックシートを作成してもらっています(現

時点で課題があるのは当然のことですし,以上のような趣旨・目的のものですから，

成績評価等には一切関係ありません｡)。

本シートの趣旨・ 目的を踏まえ，提出の直前に慌てて思い出しながら作成するよ

うなことのないように注意してください。

(2) 本シートの作成・提出方法

ポータルサイトにアクセスし, 「導入修習チェックシート」のリンクをクリックし，

｢第75期●●組●●番（●●●●）導入修習チェックシート」のエクセルデータ

12月7日 （火）から12月9日 （木）までにシートを作成・

・ 目的をよく理解

をダウンロードし，

保存をして提出し、てください。作成に当たっては，上記(1)の趣旨



した上で，導入修習のカリキュラムごとに， 自らに不足している知識・能力等につ

いて感じたことを逐次メモするなどし”それらを整理して作成してください。そし

て，本シートを作成後，エクセルの形式からPDFの形式に変換し， ファイル名の黒

九部分に全角 で組（1組から9組の修習生は頭に「0 を入れてください ) ，番号I

(1 番から9番の修習生 ｢()」をいれてください ) ，氏名 を記載 し，必ずは頭に

A4用紙1枚に「両面印刷」して 実務修習結果簿の所定の場所に綴り込むよう に

してください(PDFへの変換方法については別紙2の「エクセル形式からPDF形式へ

の変換方法について」を参照してください。 ）

また, PDFに変換した際や印刷を行った際に入力漏れや文字の切れている箇所等

(文字切れの場合には，文字のフォントサイズを適宜ｳﾐないか必ず確認したうえで

調整してください6) ,l

：|に登録してください(提出期間内であれば,再祖
■に登録することは可能ですI の利用方法については, ｢ｵﾝﾗｲﾝ修
習の手引」第2編第2章参照)｡)。

(3) 作成に当たっての注意点

① 「経歴」欄は，法科大学院(LS)修了（既修==1,未修=2)yLS入学した

が修了していない=3j LS入学していない=4の該当するものから選んで記入

してください。

法科大学院修了者は，予備試験合格資格で司法試験を受験した場合でも, LS

修了を選んでください。

②各項目の自由記載欄は，指示に従ってできるだけ具体的に記載するようにして

ください。実務修習中の取組や自学自修について記載する際に，学修に当たって

悩んでいること，分からないことなどについて記載しても差し支えありません。

(4) 本シートの利用方法

必ず, A4用紙1枚に「両面上記(2)のとおり，みなさんは，本シートを作成後

印刷」して，実務修習結果簿の所定の場所に綴り込実務修習結果簿の所定の場所に綴り込んで保存し，失くさないように

するとともに，実務修習期間中に随時見直し， 自学自修や分野別実務修習に活用す

ることを意識してください。また，実務修習の指導担当者と，本シートを用いて面

談を行うなどして，実務修習の目標や取り組み方について相談してください｡

本シー卜は， 司法研修所から， クラス担当教官や各配属庁会を通じて分野別実務

修習の指導担当者にも交付されます。 ただし，第1クールに限っては，司法研修所

クール開始の際に各自で分野別実務修習の指導担からの送付が間に合わないため

当者に交付してください。

各クールの終わりには，本シートの記載内容を踏まえて実務修習を振り返り，実
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務修習結果簿の該当頁に，取組の成果や自分の課題の状況について記載してくださ

い。 、

みなさんが,実務修習を有意義なものとし,大きく成長されることを期待しています｡
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(別紙1）

【751】

導入修習に関するアンケート

導入修習の目的は，修習開始段階で司法修習生に不足している実務基礎知識・能力に気

付いてもらい，かつ，分野別実務修習が円滑に行えるようにすることにあります。導入修

習中は， カリキュラムについてメモを取るなどして，皆さんが導入修習で得た気付きを各

修習地での分野別実務修習で活かせるように準備してください。このアンケートは，導入

修習を経験した皆さんから実情をうかがって今後の参考にするためのものですので，期限

までに必ず回答してください（個人が特定されないように集計しますので，忌'庫のないご

意見をお寄せください｡)。

初めに，現在の志望進路・経歴について該当するものを選んでください。

(予備試験合格の資格で司法試験を受験した方でも，法科大学院を修了している場合は，

法科大学院修了を選んでください｡)。

（ｱ)民事実体法の知識(ｲ)民事訴訟手続知識, (切要件事実の考え方,㈲刑事実体法の知識

㈱刑事訴訟手続知識，物)主張分析の知識等，㈱事実認定の知識等について， それぞれ以

下の各設問について， 回答してください。

(1)導入修習を通じて自己の知識・能力の不足を感じましたか。

(2) (1)で不足していると感じたと回答した場合，

ア導入修習での学修又は導入修習期間中の自学自修等によって，不足していると感

じた知識・能力をどの程度補うことができましたか。

(A)補うことができた

(B)やや補うことができた

(C)あまり補うことができなかった

(D)補うことができなかった

イ導入修習期間中に自学自修に取り組みましたか。

ウイで自学自修に取り組んだと回答した場合，

1

自学自修に取り組む際に何を利用しましたか（複数選択可)。

(A)法律基本書

(B)法科大学院の復習

(C)司法研修所の教材等

(D)導入修習の復習

(E)その他（＝どのような自学自修を行ったのか具体的内容(書籍を利用した場合

はその書籍名を含む）を入力する｡）

イで自学自修に取り組まなかったと回答した場合，

自学自修に取り組まなかった理由は何ですか（複数選択可)。

エ



【751】

導入修習における学修を通じて不足を補うことができたと感じた

自学自修に適した教材や文献が分からなかった

自学自修を行う時間的余裕がなかった

自学自修のやり方が分からなかった

その他（＝具体的内容を入力する｡）

(A)

(B)

(C)

(D)

(E)

2(1) 自らに不足している実務基礎知識・能力に気付いてもらい，かつ，分野別実務修習が

円滑に行えるようにするという導入修習の目的に照らして，導入修習の各カリキュラ

ムがどの程度役立つと思うかについて，回答してください。

（2） (1)で回答したカリキュラムごとに，役立つ， あるいは役立たないと考える点につい

て， その具体的な理由等を入力して回答してください。

以上



(別紙2）

エクセル形式からPDF形式への変換方法について

情報

第75期●●組●●番(●●●●）導入修習ﾁｴﾂｸｼｰﾄ
予ｽｸﾄｯブ弟ファイル

プｯｸの保護

雁このブ”α網成'#.ｼｰﾄの移動､剛除､追加gどの不要巷慶更識止する1t剛こ,ロック
されています．

噂このブ夢ｸ侭3.ﾃｰﾀの不要な庇更を防ぐj動に､ｼ瘤1て略矛卜齢ります，
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プｯｸの検査

ファイルを公間する前に､ファイルの次の項目を碕廻ゾます。
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ブラワザーの表示オプション

このプ”をブﾗｳザｰで問い畦きに表示己れる内容を運びます．秘
ﾌﾗｳｻｰの

覆示ｵﾌﾟｼｮﾝ

①「ファイル」タブを選択し， ｢エクスポート」をクリックしてください。ソ

エクスポート

PDF/XPSｷｰｭﾒﾝﾄの作成
■ ﾚｲｱｳﾄ､書式､ﾌｫﾝﾄ､画磯鄙罰矛示姫持ざほす

■ このﾄｷﾕﾒﾝﾄの内容ま簡単に変更できません

■蕪輯のｺｰｱｰがWeb上で配布されて|‘1，ます

gI PDFyXpSドｷｭﾒﾝﾄの作成

陽ﾌｧｲﾙの種類の変更

息
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の作成 ’
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②「PDF/XPSの作成」をクリックしてください。
画日 PDFまたはXPS形式で発行
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